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研究成果の概要（和文）：近代産業遺産の保存では、広大な敷地に様々な形態と規模の多数の建築物から構成さ
れるなど、また、活用では省エネルギーなど、様々な課題が多く、そのため、本研究において調査を行った諸外
国と国内各地の多数の事例の中には「多様で魅力的な活用」を実現している事例は数例に留まっている。
斎藤英俊らが関わった旧富岡製糸場の国宝西置繭所保存・活用事業は、日本建築学会から2022年度の業績賞と作
品賞を授与された。作品賞の選考理由には以下のように述べられている。「新しい保存思想が国・自治体の関係
者や専門家・技術者らによって共有され、高度な水準で具現化されたことは画期的である」この受賞は本研究の
大きな成果の1つといえる。

研究成果の概要（英文）：The conservation of modern industrial heritage involves many issues, such as
 the fact that it consists of a large number of buildings of various shapes and sizes on a vast 
site, and its adaptive reuse involves energy reduction and other issues. Therefore, among the many 
examples in Japan and abroad surveyed in this study, we found only a few examples of "diverse and 
attractive reuse ".
The project for the conservation and utilization of The West Cocoon Warehouse of Tomioka Silk Mill, 
The National Treasure, in which Dr.SAITO and other members were involved, was awarded AIJ Prize 2022
 in Practical Achievement Division and Architectural Design Division. The reasons for the selection 
of the Award in Design Division are stated as follows. "It is groundbreaking that a new conservation
 concept has been shared by national and local government officials, experts, and engineers, and 
that it has been embodied at a high level." This award is one of the major achievements of this 
study.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の近代の産業遺産は、明治以降の近代化の歴史の証言者であり、文化財として保存し次世代に継承すること
が重要である。近代の産業遺産の保存は従来の社寺建築等とは異なった多くの課題を有していて、新たな目的を
創出し、適切な活用を図らなければ、その保存は困難である。本研究においては、国内および諸外国の事例研究
を行い、様々な知識を得ることができた。その知識を世界遺産である旧富岡製糸場の国宝西置繭所の修理事業に
おける活用計画に活かすことができた。その成果は日本における近代産業遺産の保存・活用の先駆的モデルとし
て、多くの所有者や専門家に希望と勇気を与えることとなると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

近代の産業遺産の保存は、産業革命発祥の地であるイギリスで、1967 年にアイアンブリッジ

を中心とした工場群を一つの博物館として保護したことに始まる。ドイツでも同時期にルール

工業地帯の炭鉱施設が州の産業遺産として文化財に指定されていて、この頃、ヨーロッパでは近

代の産業遺産を文化財として認識し、その保護が始まったとされる。1978 年には国際産業遺産

保存委員会（TICCIH）が設立されるなど、産業遺産の学術的研究が進み、2003 年には、産業遺産

の保存と活用に関する「ニジニータギル憲章」が採択された。世界遺産の分野においても、1994

年に策定された「戦略的指針」に基づいて、ダーウェント渓谷の工場群、エッセンの関税同盟炭

鉱施設などの産業遺産の登録が促進され、現在では 50件近くが世界遺産に登録されている（2016

年 10 月当時）。欧州諸国では、これらの産業遺産を地域のアイデンティティとして活用する事例

が多く、斬新なアイデアによる先進的な試みは、産業遺産を魅力あるものに変え、新たな価値を

生み出している。 

日本において近代の産業遺産が文化財として保護の対象となったのは、平成 2 年度から始め

られた「近代化遺産（建造物等）総合調査」からである。これまで 44 道府県で調査が完了し（1

都 1県が調査中）（2016 年 10 月当時）、その成果は調査報告書にまとめられている。この総合調

査に伴って、近代化遺産についての学術的研究が進み、多くの研究者が育ち、近代の産業遺産は

一般の人々に浸透し、親しまれる存在となった。そのような動きの中で、平成 7年には「史跡」

の基準が改正され、琵琶湖疏水の一部が史跡に指定され、また、平成２６年に「富岡製糸場と絹

産業遺産群」、平成２７年に「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」が世界遺

産に登録されるなど、近代の産業遺産は文化財の重要な分野を占めるに至っている。このように、

日本の近代産業遺産の保存が進んだことから、その活用は急務となっている。また、遺産の価値

を保存することを前提としながら、地域のアイデンティティとして、身近な歴史的環境として、

魅力的な活用を提案する専門家の育成も急務となっている。 

 
２．研究の目的 

近年、近代的手法で造られた産業・交通・土木にかかわる構造物を日本の「近代化」の視点で

評価し、文化財として保護する施策が進められている。現在では、碓氷峠鉄道施設など 75 件が

重要文化財に指定され、登録文化財は 1900 件を超えようとしている（2016 年 10 月当時）。これ

らの近代の産業遺産の多くは、当初の用途・機能を失い、かつ大規模で複合的なシステムである

ために、新たな目的を創出し、適切な活用を図らなければ、その保存は困難である。本研究は、

文化財として大きな分野を占めるに至った近代の産業遺産に関して、その保存すべき文化的・歴

史的価値を維持しながらも、社会的に有用な活用を図るための基本原則と手法を提案すること

を目的とする。 

 
３．研究の方法 

国内の近代産業遺産の代表的事例の現状を調査し、保存と活用のための課題を明らかにし、そ

の解決策について研究する。また、多様で魅力的で経営的にも成功しているヨーロッパ諸国の近

代産業遺産の活用事例と、産業遺産の保存が進みつつあるアジア諸国の事例を調査する。 

これらの調査・研究によって得られた情報や知見を基に、研究代表者・分担者・研究協力者に

よる研究会を重ね、また、広く専門家・研究者の参加を呼びかけて行うシンポジウムを通じて、

学術的・専門的議論を積み上げる。 



４．研究成果 

 

 本研究において、イギリス、イタリア、フランス、ドイツ、オランダ、中国、台湾の各

国・地域と国内各地の多数の近代産業遺産の保存と活用事例の調査を行ったが、本研究の目

的の1つであった「多様で魅力的な活用」事例は多くは見いだせなかった。調査を行った産業

遺産では、博物館施設や近代美術館として見学に供している施設や、商業施設として利用し

ている事例が多い。そのなかにあって、ドイツの関税同盟第12竪坑施設（エッセン市）、デュ

イスブルクノルト景観公園（旧マイダーリッヒ製鉄所：デュイスブルク市）、ワルトロップ

炭鉱ビジネスパーク（ワルトロップ市）は、活用が始まってから20年以上になるが、いまだ

にその魅力を失ってはいない。中国における近代産業遺産の保存と活用はこれからの感があ

るが、その中では上海市の旧発電所を現代美術館に活用している事例や、旧屠殺場を商業施

設に利用している事例に見るべきものがある。台湾では日本の統治時代に建設された浄水

場、たばこ工場、鉄道施設などを文化財に指定して保存に積極的に取り組んでいることが印

象的である。このうち、台南市の「十鼓文化村」は、旧製糖工場のほぼ全施設を太鼓演奏ク

ループが演奏場や稽古場、その他の活動に活用していて「魅力的な活用」を実現していると

いえる。 

 近代産業遺産は、広大な敷地に様々な形態と規模の多数の建築物から構成される事例が多

く 、また、それらは生産技術の発展・改善・変化のプロセスを示していて、全体を保存の対

象とする必要があること、工場建築であることから永続性を目的としていない構造や材料で

作られていること、コンクリートの劣化や修理材料（前時代の工業製品）の入手の困難さを

解決しなければならない。一方、活用の面では、労働環境の確保、環境改善、省エネルギ

ー、バリアフリーなど様々な法規上の制限・規制があり、また、耐震補強、防災・防火対策

など、安全性の確保が求められていることも課題となっている。こうした様々な条件が近代

産業遺産の「多様で魅力的な活用」を困難にしていることも、本研究を通じて明らかになっ

た。 

 研究代表者である斎藤英俊の他、本研究に参加している数名の専門家が関わり、2020年５

月に竣工した旧富岡製糸場の国宝西置繭所保存・活用事業は、日本建築学会から2022年度の

業績賞と作品賞を授与された。指定文化財の保存修理事業が作品賞を受賞したのは初めての

ことであり、快挙といえる。作品賞の選考理由には以下のように述べられている。 

「木骨煉瓦造建物の内部にハウス・イン・ハウスの形式で挿入された鉄とガラスの筒が、 

無数の素材が興味の尽きない物語を蔵して折り重なる状態そのままに、国宝建物を支えて 

いる。ガラス越しの経験には賛否両論あろう。日本では稀有な複合的保存も海外に目を向 

ければ類例は少なくなかろう。それでも、新しい保存思想が国・自治体の関係者や専門家・ 

技術者らによって共有され、高度な水準で具現化されたことは画期的である。今後ますま 

す高度なデザイン的判断が問われる近代の建造物の保存再生の試みが増えていくであろう 

し、そうしたプロジェクトが広く優れた設計者の参画に開かれていくことも重要と考える 

が、本作品がそうした未来の起点となることを期待したい。」 

 日本建築学会の業績賞と作品賞の受賞は、本研究の大きな成果の1つである。 

 

以下、各年度における調査・研究の実績を記す。 

（1）平成28年度は、下記に掲げるようにドイツ・台湾および国内各所における近代産業遺産

の保存・活用状況調査とデータ収集および比較検討を行った他、オランダ、ドイツ、シンガ

ポール、台湾、中国から専門家・研究者を招聘し、国際シンポジウムを開催した。研究代表



者・分担者・協力者による関連論文を学会誌、雑誌等に計4本、掲載・発表した。また、国際

研究集会の予稿集は日本語・英語の２カ国語で編集し、印刷製本し、関係者に配布した。 

①8月 23－30 日：ドイツのノルトライン・ヴェストファーレン州のルール工業地帯の近代産

業遺産の保存・活用状況調査を行った（斎藤、木村、西岡、ヘンリヒセン）。②11 月 4、5

日：「重要文化財舞鶴旧鎮守府倉庫施設（旧第二水雷庫）」（舞鶴市）を会場として、国際シン

ポジウムを開催した。斎藤、西岡、北尾、矢谷（舞鶴市）の他、オランダ、台湾（2名）か

ら招聘した研究者・専門家が講演を行った。参加者は 2日間で延べ約 80名であった。また、

このシンポジウムに合わせて、3日に旧鎮守府倉庫施設（舞鶴市）、および 5日にグンゼ本社

工場施設（綾部市）の保存・活用調査を行った。③1月 5－9日：台湾の台北鉄道修理工場

（台北市）、旧仁徳製糖工場（台南市）などの近代の産業遺産の保存と活用状況調査の調査を

行った（斎藤、平賀、西川、巌、岡野、黄俊銘、傳朝卿）。④3月 4、5日：「重要文化財西洋

美術館本館」（東京都）を会場として、国際シンポジウムを開催した。巌、井川（文化庁）、

福田（西洋美術館）の他、ドイツ、オランダ、シンガポール、中国（3名）から招聘した研

究者・専門家が講演を行った。参加者は 2日間で延べ約 200 名であった。また、このシンポ

ジウムに合わせて、3日に重要文化財旧三河島汚水処分場喞筒場（東京都）など、6日に国

宝・重要文化財旧富岡製糸場施設（富岡市）の保存・活用調査を行った。 

（2）平成 29年度は、下記に掲げるように中国・台湾・イタリアおよび国内における近代産

業遺産の保存・活用状況調査を行った他、イタリア、フランスの専門家・研究者を招聘し、

国際研究集会を開催した。また、各研究分担者はテーマに基づいた研究を進め、関連書籍の

購入、関連データの収集を行い、論文等を作成し、発表した。研究代表者・分担者・協力者

による関連論文を学会誌、雑誌等に計 17本、掲載・発表した。また、国際研究集会の予稿集

は日本語・英語の２カ国語で編集し、印刷製本し、関係者に配布した。 

①9月 9～14 日：中国・上海市の旧発電所、旧屠殺場、青島市の旧紡績工場など近代産業遺

産の保存と活用状況の調査を行った（斎藤、平賀、西川、馬、他）。②1月 4～8日：台湾・

台南市の旧製糖工場などを中心に保存・活用状況の調査を行った（斎藤、平賀、西川、青

柳、岡野、是永、馬、傳、王、他）。また、巌は 1月 3～7日、北河は 3月 1～4日に台湾にお

いて、旧製糖工場などの保存・活用状況の調査を行った。③3月 16-22 日：イタリアのトス

カーナ農業近代化遺産の調査を行った（宗田）。④2月 22 日：京都府立大学稲盛記念会館を

会場として国際シンポジウムを開催した。イタリア、フランスから招聘した専門家・研究者

がぶどう農場とワイン醸造所の近代化に関して講演を行い、参加者と意見交換を行った。⑤3

月 3～6日：北海道の手宮鉄道施設等、北海道の近代産業遺産など近代産業遺産の保存と活用

状況の調査を行った（木村、西岡、出口、白木）。 

（3）平成 30年度は、下記に掲げるように、オランダ、イタリア、イギリス、アメリカ、台

湾および国内における近代産業遺産の保存・活用状況調査を行った他、オランダ、台湾の専

門家・研究者を招聘し、国際研究集会を開催した。研究代表者・分担者・協力者による関連

論文を学会誌、紀要等及び書籍として計 8件、掲載・発表・刊行した。国際研究集会の予稿

集は日本語・英語の２カ国語で編集し、印刷・製本し、関係者に配布した。 



①7月 24 日：京都女子大学図書館多目的室を会場として国際シンポジウムを開催した。台

湾、オランダより招聘した専門家・研究者が、台湾の製糖工場の保存、欧州の港湾都市の再

整備の講演を行い、参加者と意見交換を行った。②7月 22 日：舞鶴市の旧海軍施設の保存・

活用事例の調査を行った（斎藤、西川、王他）。③7月 23 日：京都市の琵琶湖疎水の旧御所

水道ポンプ室及び旧九条山貯水池の保存状況調査を行った（斎藤、西川、王他）。④8月 22

日－9月 6日：オランダの産業遺産に関わる中間事業主体の調査を行った（北尾）。⑤2月

10－14 日：南大東島および沖縄本島の製糖工場、ラム酒醸造工場、サトウキビ農場の実態調

査を行った（西川他）。⑥2月 13－17 日：奄美大島に於ける製糖工場、焼酎工場等の実態調

査を行った（斎藤、平賀、是永、青柳、西川、西岡、木村他）。⑥2月 15日～17 日：台湾の

製糖工場および鉄道施設の保存と活用事例の調査を行った（巌）。⑦2月 27 日～3月 3日：

イタリアのピサ市とローマ市の産業遺産活用事例調査を行った（宗田）⑧3月 7－15 日：ア

メリカ：ワシントン D.C の国立公文書館において南大東島・北大東島の製糖産業に関する資

料調査を行った（西川）。⑨3月 20－27 日：イギリス・スコットランドのウイスキー産業遺

産の調査を行った（鳥海）。 

（4）令和元年度は、下記に掲げるようにフランス・イタリア・オランダ・台湾および国内各

所における近代産業遺産の保存・活用状況調査とデータ収集および比較検討を行った。ま

た、本研究の総括として、２０１９年８月に「近代の産業遺産の保存と活用に関する課題解

決のための専門家会議 in TOKYO 2019」と題して会議を開催した。これらの調査・研究活動

の成果は、研究代表者・分担者・協力者による関連論文を学会誌、紀要等及び書籍として計

19件、掲載・発表・刊行した。専門家会議の予稿集は日本語・英語の２カ国語で編集し、印

刷・製本し、関係者に配布した。 

①6月 21－24 日：台湾台中市の旧台中酒工場など、台湾における近代産業遺産の保存・活用

状況調査を行った（巌）。②8月 21－22 日：記念艦三笠（横須賀市）の保存、公開状況の調

査を行った（北尾）。③8月 23－24 日：東京文化財研究所を会場として「近代の産業遺産の

保存と活用に関する課題解決のための専門家会議 in TOKYO 2019」と題して会議を開催し

た。会議にはフランス、カナダ、オランダ、中国（２名）、台湾（３名）から専門家を招聘

し、国内からは研究分担者、研究協力者等が参加した。２日間に亘った会議では、６本の講

演が行われ、各講演で提示された課題に対して討議が行われ、大きな成果を得た。会議の後

の 25 日に桐生市の織物工場群、碓氷峠鉄道施設、26日に富岡製糸場の近代産業遺産の保

存・活用状況を視察し、現地の担当者と、様々な課題に関して意見交換を行った。④9月 19

－20 日：舞鶴市赤レンガパークの煉瓦倉庫の保存・活用状況および 3Dデータによる解析手

法の研究を行った（北尾）。⑤11月 13－17 日：沖縄・北大東島・南大東島の製糖産業関連

施設の調査（安達）⑥２月 16-22 日：イギリス・リヴァプール、オランダ・アムステルダム

およびロッテルダムの港湾産業遺産の保存・活用状況調査を行った（鳥海）。 
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
北尾靖雅 782
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
近代産業遺産都市を構成する社会福祉施設-イタリア・イブレにおける近代工業都市の建設-
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